
 

 

令和３年５月１４日 

記者発表資料 

（県政・小田原記者クラブ同時発表） 

県立障害者支援施設における身体拘束ゼロの実現に向
け、第三者の視点を入れた取組みを開始 

この中で、中井やまゆり園における２件の拘束について虐待と認定 

県は、県立障害者支援施設での身体拘束ゼロの実現を目指して、昨年 12 月から、身体拘束の

実施状況をホームページで公表し、「見える化」を図っています。 

より良い支援を進めるため、まず、中井やまゆり園で行っている身体拘束22件の状況を、第三者

の視点を入れる観点から関係市町村に情報提供し、関係市町村とともに、支援内容の検証を行

いました。 

こうした県からの情報提供は初めてであり、今後、市町村とは支援の改善に向けて継続的に意

見交換を行うこととしましたが、情報提供した事案のうち２件（利用者２名）について身体的虐待

に当たると認定されました。 

１ 県のこれまでの取組み 
(1) 県立施設の身体拘束の実施状況 

 

 
令和２年 12 月 令和３年１月 令和３年２月 令和３年３月 令和３年４月 

県立６施設全体 98 件 93 件 83 件 82 件 79 件 

うち中井やまゆり園 61 件 57 件 50 件 51 件 53 件 

（2） 関係市町村への情報提供 

・ 上表の令和３年２月の中井やまゆり園の 50 件のうち長時間の居室施錠等（22 件）の状況を、

利用者に係る支援費の支給を決定した 11 の市町村（以下「関係市町村」という。）に情報提供

し、意見交換を行いました。 

・ このうち、１つの市町村から２件（利用者２名）について身体的虐待に当たると認定されました。 

２ 県の今後の取組み 
・ 中井やまゆり園は、関係市町村の助言を得ながら、県とともに、22 件の居室施錠等について、

支援の改善を進めます。 

・ 今後は、会議等を通して、県内全市町村と、今回虐待認定された事案や、他の県立施設での

身体拘束の実施状況を共有し、市町村と連携して支援の改善の検討を深めていきます。 

３ 虐待認定された事案の状況 
・ 中井やまゆり園の強度行動障害のある２件（利用者２名）に対する居室施錠 

利用者Ａ（男性） １日８時間以上の居室施錠（夜間含む） 

利用者Ｂ（女性） １日８時間以上の居室施錠（夜間含む） 

いずれも夜間長時間にわたっており、身体拘束を行う上で満たすべき３要件のうち「一時性」を

満たさないとして、障害者虐待防止法に基づき、５月 13 日、身体的虐待に当たると認定されま

した。 

 

※県立中井やまゆり園について 

 【施設の概要】主として、知的障害のある方に対する支援を行う障害者支援施設 

 【所在地】足柄上郡中井町境 218 番地 【定員】入所 140 名（うち短期入所 18 名） 

 

資料２ 



 

 

 

問合せ先  

（中井やまゆり園の虐待認定事案以外について） 

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部障害サービス課 

課長 髙橋 電話 045-210-4702 

県立障害者施設指導担当課長 吉田  電話 045-285-0214 

 

（中井やまゆり園の虐待認定事案について） 

神奈川県立中井やまゆり園 

園長 菅野 電話 0465-81-0288 


